
 

 

報道発表                        令和４年７月 19 日 

 

宍粟へ若者の移住を推進したい 

宍粟くらし移住支援舎設立 
 

概 要 

 

若者世代（生産年齢人口層）の移住を検討されておられる方に、宍粟市も移

住の候補地に入れてもらうため、宍粟くらし移住支援舎（代表：田中啓介）を

令和４年４月に設立いたしました。 

 

 

宍粟くらし移住支援舎（しそくら）について 

しそくらは、移住者視点で移住の支援・推進を行う団体です。 

メンバー全員が移住者で構成されており、自身の移住を決断する時の経験、

移住後の経験を活かし、宍粟市のワクワクした暮らしを、次なる移住者へ伝え

たいという想いから設立いたしました。 

 

【ミッション】 

・情報発信および情報収集 

・コミュニティ活動 

・空き家対策 

３つの視点から移住者に対するアプローチを行います。 
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【団体名に込めた思い】 

移住を推進するにあたり、「くらし」が大切になると感じています。宍粟に

移住した我々がワクワクしながら日々暮らしていることが、次なる移住者に対

し「宍粟の暮らし、楽しそう」と思ってもらいたいと「宍粟くらし移住支援

舎」と名付けました。 

 

【団体ロゴに込めた思い】 

「しそくら」は、移住に際し、つながりを大切にしたいと思っています。 

移住してもらうことがゴールではなく、移住後に楽しい暮らしを送ってもら

うことがゴールでそのためには、移住者同士・地域と移住者のつながりが楽し

いくらしにつながると考えています。 

宍粟の象徴でもある山々の自然と人々のつながりをイメージしてデザインさ

れました。 

 

 

【今後の展開について】 

本年度は私たち自身がより宍粟市を知る期間であり、宍粟市とのつながりを

より強固にする期間ととらえております。 

設立からの３カ月の間にも、今まで訪れたことない地域を訪れたり、市内の

地域団体や市外からも来訪があり、また、私たちが訪れる形でも、交流事業を

開催してきました。こうした交流事業を重ねながら地域の方々へ私たちの活動

を知っていただき、ご助力いただけるよう活動に取り組みます。 

 

年度内には、情報発信媒体を整理し、web と紙面の両面からの情報発信が行

える体制を整えるとともに、空き家のリサーチから現状を把握し、次年度以降

の活動へつなげます。 
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【代表】田中啓介 

大阪生まれ。上京し就職。大阪・東京にて会社経営。 

地域おこし協力隊に着任後、2019 年に宍粟市へ移住。 

現在は、たなか養蜂園（ShinobeeHoney）を運営し、地域おこし協力隊コー

ディネーターを兼務。2022 年宍粟くらし移住支援舎を設立。 

 

【団体概要】 

名称：宍粟くらし移住支援舎 

通称：しそくら 

所在地：宍粟市一宮町安積 1034-１ 

体表：田中啓介 

事業内容：宍粟市への移住推進 

設立：2022 年４月 

ＨＰ：準備中 

メール： info@honey888.jp  

参考資料 宍粟くらし移住支援舎会員募集チラシ 

問合せ先 所属 宍粟くらし移住支援舎 担当 田中 啓介 ℡ 090-7114-3934 
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